
令和７年度 第１回島田市立学校給食センター運営委員会会議要録 

 

・日  時  令和７年７月７日（月） 午後３時 30分～４時 26分 

・会  場  中部学校給食センター研修室 

・出席委員  牧野会長、濱尾副会長、田中副会長、森下委員、山本委員、小澤委員、岩

本委員、杉村委員、滝下委員、北川委員、大石委員、平口委員 

・事務局    山中教育長、石間教育部長、飯田学校給食課長、平井栄養教諭、安間学

校栄養職員、白瀧主査、田村主査、家田課長補佐 

 

（議事内容） 

１．開会（司会） 

 司会より、委員 12人中 12人出席しているため、島田市立学校給食センター運営委員

会の会議の成立を報告する。 

 

３．挨拶（教育長） 

 みなさん、こんにちは。島田市教育長の山中でございます。本日は第一回島田市立学校

給食センター運営委員会に出席いただきましてありがとうございます。皆様、お仕事さ

れているなかでお集まりいただいておりますので、充実した時間となりますよう努めさ

せていただきます。皆様ご存じかと思いますが、国のほうで給食無償化を石破総理が骨

太方針の中に書き込んだということで、手始めに小学校からやっていくと聞いています。

そのあと中学校がどうなるのかと心配事があるのですが、後ほど詳しい説明があるかも

しれませんが。島田市の学校給食では、人件費とか設備とかは全て市で負担しておりま

して、保護者の皆様からは給食の賄材料費分をいただいております。それが小学生と中

学生では金額は違うのですが、それを合わせると、４億円強の賄材料費をいただいてお

ります。先日も議会がありまして、給食無償化を市単独でやらないのかと、ご質問があり

まして、4億円強でございますので、他の議員は、島田市の建物が古いので、雨漏りとか

修理をしてほしいと言っておりまして、４億あればそういった修理に回したいなあと教

育委員会ではありまして、国でやるのであればぜひやってほしいなあと思っております。

実際の問題として、静岡県の中でも各市町で給食費はバラバラで、低い市に合わせられ

てしまうと、足りなくなってしまい、質が落ちてしまう可能性があります。もっといっぱ

いお金くれれば、贅沢な献立もできるかもしれません。国がどのように考えてくれるの

か心配しております。皆様のなかには物資選定会に出られる方もいらっしゃるかもしれ

ませんが、給食の献立のなかで、例えばデザートをどれにするのか決めなければならな

いのですが、皆様の中でも出ていただく方もいらっしゃると思いますが、もう少し金額

を出せばチョコレートケーキにできるかと思いながらも、なかなか厳しいなかでやって

おりまして、その実態を知っていただければと思いました。では現在どうしているのか



といいますと、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金が国からおりていまして、そ

れを給食にあてて、給食費を値上げせずにやっております。子供たちの給食費にそうし

た支援金を足しておりますが、職員には支援がないので、値上げをせざるを得ない状況

です。今後、ここで給食費や内容のことなどを話しあっていただくのですが、実態を知っ

ていただいて、子供たちに安全安心の給食を供給できますように我々も頑張っていきた

いと思っております。先日新聞を騒がせた金谷中学校の金具の件についても後ほど報告

がありますが、事実を知っていただいて話あっていただきたいと思います。本日の運営

委員会の案件については、昨年度の事業報告と今年度の事業計画、学校給食費の額、報告

事項となりますが、詳しい状況を聞いていただいて、順調に学校給食が提供できますよ

ういろいろとご意見をいただきますようよろしくお願いいたします。 

 

４．会長及び副会長の選出 

会長に、島田第四小学校保護者代表 牧野彩佳様、副会長に初倉小学校長 濱尾孝德

様、第四小学校教頭 田中理絵様を選出した。 

 

５．新会長挨拶 

改めましてこんにちは。会長を務めさせていただく島田第四小学校の牧野と申します。

子供たちにより良い学校給食を届けられますよう微力ではございますが、精いっぱい務

めさせていただきますので、１年間よろしくお願いいたします。 

 

 運営委員会規約第５条第４項の規定により、これ以降会長が議長を務めた。 

 

６．説明・報告事項 

（１）令和６年度学校給食事業の実施状況について事務局より説明  

事務局 

最初に、この会であります学校給食センター運営委員会の組織及び業務等について説

明いたします。 

１ページになりますが、島田市では、島田市立学校給食センター条例を定めております。

第５条にセンターの適正かつ円滑な運営を図るため、島田市立学校給食センター運営委

員会を置くとなっております。これを受けまして、次のページにあります島田市立学校

給食センター運営委員会規則が定められております。運営委員会の所掌事務としまして

は、第２条学校給食センター運営の基本方針に関すること、学校給食の栄養指導及び栄

養改善に関すること等を審議していただきます。委員には、第３条となりますが、学識経

験者、市立小中学校の保護者代表、小学校長、中学校長、そのほか、教育委員会が必要と

認める者として生産者の代表、教頭会代表により委員会が組織されています。任期は令

和８年３月 31日までとなります。これから１年弱ですが、よろしくお願いします。 



 

「令和６年度学校給食事業の実施状況について資料４ページをご覧ください。年間の

事業を一覧にまとめてございます。後ほど説明があるものもございますが、特出すべき

ところで、10 月の魚国総本社との災害協力調印式でございますが、現在、ここ中部学校

給食センターで調理業務をしている魚国総本社と災害時の炊き出し等にかかる人的支援、

物資支援の協定を締結いたしました。魚国総本社は初倉にある南部学校給食センターの

調理業務にも精通しており、初倉地区の在住者も多いため、南部学校給食センターにお

ける炊き出しにも協力していただくこととなりました。災害時に給食センターでの炊き

出しが求められた場合、市の調理員と協力して行っていきます。 

 

５ページをご覧下さい。令和６年度学校給食残食率について報告します。令和７

年３月末までの小学校の残食率平均は、8.79 ％、中学校は 6.46％、小中併せ

た平均が、7.91％となっています。 

 

次に６ページをご覧ください。島田市学校給食における地産地消の推移について

報告します。令和７年３月末までの島田産の品目割合は、35.85％、重量割合は、

44.67％、金額割合が 58.33％となります。 

令和５年度と比べて、重量・金額が増えております。その要因としては、米が年

間を通して、島田産のものを使用することができたことによります。次のページ

に詳細が載っていますので、ご確認ください。 

令和 7 年度については、炊飯を委託している公益財団法人静岡県学校給食会より、

昨今のコメ不足、価格高騰により地域産米の提供ができなくなったとのことで、

国産米での提供となります。そのため、重量及び金額の割合はかなり下がってし

まうことが予想されます。 

 

次に 10 ページをご覧ください。 

令和 6 年度学校給食啓発事業について報告いたします。 

学校給食を知る会を 6 月に南部学校給食センターで 21 名の参加、11 月に中部学

校給食センターで実施し 44 名の参加がありました。 

生産者訪問については、6 名の方に学校訪問をしていただきました。 

親子料理教室ですが、７月 30 日に 13 組 31 名の参加がありました。 

また、８月 2 日に夏休み学校給食センター施設見学会を初めて南部学校給食セン

ターで実施し 20 組 45 名の参加がありました。 

 

次に、12 ページをご覧ください。 

令和 6 年度食物アレルギー対応食の実施について報告をします。 



対象品目は、卵、乳製品、エビ、カニ、イカ、タコの６品目の除去でおかずのみ

提供しました。 

対象者ですが、中部給食センターで 28 人、南部給食センターで 12 人に提供をし

ました。 

詳細は資料をご覧いただければと思います。 

 

続きまして、島田市学校給食費の徴収状況についてご報告いたします 13 ページとなりま

す。１.現年度学校給食費徴収状況につきましては、令和 6 年度決算において調定額、こ

れは給食費としてもらわなえればならない額ですが、415,274,576 円、収入済額

414,956,164 円、収入未済額、未納分となりますが、318,412 円となりました。収納率は

99.92％でした。2.過年度分学校給食費徴収状況につきまして、令和６年度につきまして

は調定額 467,076 円、収入済額 288,110 円、収入未済が 178,966 円、収納率が 61.68％

でした。 

 なお、次ページに過年度の徴収状況の内訳を記載しております。未納額の全額を納付

した世帯、完納した世帯となりますが、６件、一部のみ納付した世帯は２件、全く納付い

ただけていない世帯は２件でございまして、１件は未納の当該生徒は卒業していますが、

兄弟が在校生でありますので、引き続きして納付を促していきます。もう１件は卒業生

でございますが、市内に在住していることから今後も督促を続けていきます。 

 

議長 

それでは、委員の皆様からご質問・ご意見をいただきます。 

ご質問・ご意見はございませんか。 

 

議長 

 ご意見・ご質問はないようですので、次に令和７年度学校給食事業計画について説明

を事務局よりお願いします。 

 

事務局 

それでは、令和７年度学校給食事業計画についてご説明いたします。資料の 15ページ

をご覧ください。２月に開催した昨年度の第３回の運営委員会において内容について承

認されております。すでに今年度も７月まで事業を実施してきておりますが、改めて 7年

度の事業計画をいうことで説明させていただきたいと思います。まず、大きな方針とし

ては、一つとして、学校給食センターにおける衛生管理の徹底、施設の適切な維持管理に

より、安全安心な学校給食の提供を目指すとともに、学校給食の充実と給食を生きた教

材として活用した食育の推進に努めてまいりたいと考えております。 

 具体的な取組です。１つ目は安全安心な学校給食のため、国が定める学校給食衛生管



理基準に基づく調理業務の実施と衛生管理を徹底してまいります。具体的には、関わる

スタッフの検査、施設及び食材の検査、そして衛生管理の意識を高めるための研修を実

施していく計画をしております。２つ目です。年間１校あたり 180 回実施する学校給食

をはじめ様々な教育活動等を通じて食育を計画的に進めるとともに保護者や市民等への

啓発を行っていきます。具体的な事業としては、児童生徒による献立づくり、夏休みの親

子料理教室、教職員や保護者代表の方に参加していただいて開催している物資選定会、

また市民の皆様に体験していただく給食の試食会などを通して行っていきたいと考えて

おります。３つ目です。食物アレルギーを有する児童生徒が他の児童生徒と同様に給食

を安全に食べられるようアレルギー対応食を提供してまいります。これは卵・乳・えび・

かに・いか・たこの６品目の除去食を提供していきます。このために、保護者や学校教職

員と学校給食センター職員とのの面談の実施など取り組んでまいります。次に、４つ目

として国の第４次食育推進計画や第４次島田市食育推進計画を踏まえ、次に掲げる数値

目標の達成を目指します。１つ目が島田市産の農産物使用割合を金額ベースで 56.2％と

示させていただきました。但し、先ほど職員から説明しましたとおり、お米が島田市産の

ウエイトを占めていたのですが、４月から県内産になると、５月から７月から国内産、８

月からは県内産になっていくという計画になっておりまして、島田市産を用意できなく

なっております。しかしながら、秋以降の収穫次第では、これまでどおり島田産の提供を

していきたいと思うのですが、今年度のパーセントの目標が難しいかもしれませんが、

引き続き島田産の使用割合を高めるよう進めてまいりたいと思っています。給食の残食

率 6.5％以下を学校と協力しながら、できるだけ給食を食べてもらうよう指導していけ

ればと思っております。５番目です。地産地消推進事業については、現在の水準を維持し

つつ、安全安心な食材の確保や生産者の顔の見える学校給食の提供を進めてまいりたい

と思っております。６番目です。学校給食センターの調理用備品等の更新を計画的に進

めてまいります。７番目は職員の資質向上のため、学校給食に関する法令や基準を研修

する機会を設け、技能や知識の習得を確保していきます。８番目、学校給食費の未納につ

いて、学校と連携して適切な納付指導を行い、未納の解消に努めてまいります。 

 以上、例年と大きく変わるとこはございませんが、今年度も引き続き事業をすすめて

まいりたいと思います。 

 

続きまして 17ページをご覧ください。令和７年度学校給食献立年間計画についてご説

明します。学校給食の献立につきましては、月ごとに目標をたてて、季節や行事に即した

献立を作成しています。地場産物や旬の食材を多く活用し、郷土料理等も織り交ぜ、また

児童生徒の作成献立も取り入れていきます。 

 

次に 18 ページをご覧ください。令和７年度の給食時間における年間指導計画について、

ですが、左側が、学校で指導いただく内容となります。それに加えて、右側部分になりま



すが、学校給食センターで、給食時間における年間計画をたてて栄養教諭が食に関する

指導を行っていきます。 

 

続いて 19～20 ページ、島田市の学校給食の概要ですが、市内 19 校に対し各校 180 回

ずつ、南部学校給食センターと中部学校給食センターの２センターから提供しておりま

す。食事の内容としては、パンを週１回、米飯を週３．５回、めん類を月２回程度、毎食

牛乳を１本とし、島田市学校給食栄養摂取基準に基づいて毎日の献立を作成しておりま

す。４の食材費の内訳でございますが、小学校では一食当たり 315円、中学校では 376円

となっておりまして、主食・牛乳・副食の内訳はこのグラフのとおりです。先ほど教育長

が申しあげましたが、学校給食費は食材費のみに充てております。それ以外の人件費・光

熱水費等は全て市のほうが負担している状況です。それらを換算しますと、一食当たり、

614 円程度になってしまいます。学校給食費保護者負担金児童生徒の分と食材費との差

額については、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金と市費でもって対応している

状況です。次ページは施設概要ですので、またご覧下さい。間違えました。令和 6 年度

実績が一食当たり 618 円程度でした。人件費・光熱水費・食材費・施設維持費等を換算

して、618円程度かかっております。 

 

21ページをご覧ください。 

令和７年度の学校給食普及事業になります。 

学校給食を知る会を６月 26・27 日南部給食センターで 21 名の出席がありました。中部

給食センターでは 11月に実施する予定でいます。 

次に、夏休み親子料理教室を六合公民館で７月 31日木曜日に開催する予定です。夏休み

に学校給食センター施設見学会ですが、８月１日に中部学校給食センターで実施する予

定です。 

両方とも７月１日から申し込みを開始しております。 

現在のところ、親子料理教室は 11 組 24 人、施設見学会は ７組 16 人の申し込みがあ

りました。 

 

次にふるさと給食週間試食会として、市長及び市関係者の試食会を７月 18日に大津小学

校と島田第二中学校で開催します。15 名が参加し、授業の様子や給食の様子を見ていた

だく予定です。 

次に、生産者の学校訪問ですが、６月 17日に金谷小で川根みそ生産者の訪問を実施しま

した。今後、７月８日に六合小学校で葉ねぎの生産者の訪問、７月 14日に島田第五小学

校で小松菜の生産者の訪問を行う予定です。また、１月の学校給食週間に併せて、生産者

訪問を実施していく予定です。 

詳細につきましては、資料をご覧下さい。 



次に 23ページをご覧ください。食物アレルギー対応食の実施についてお話させていただ

きます。対象者は、卵、乳、エビ、かに、イカ、たこ６品目のアレルギーを有している児

童生徒で、６品目以外のアレルギーを有していても除去食の対象となります。 

昨年度の 12～３月の間に保護者・学校・給食センターの３者でアレルギー面談を進めて

きました。面談の実施人数は 34 名実施しました。今年度の提供人数は、中部で 20 名、

南部で９名となっています。新規の児童生徒については、ゴールデンウイーク明けの５

月から除去食の提供を実施しております。 

議長 

委員の皆さまからご意見、ご質問はございますか。 

委員 

お米だけに限らず色々なものが物価高騰していて、保護者からの給食費については、

物価高騰対応臨時交付金で対応されているとのことでしたが、安全安心はもちろんです

が、栄養価で工夫させているのかと思いますが、どのように工夫されていますか。 

栄養教諭 

物価が高騰しており、栄養価も非常に苦労しております。今までは鶏肉のもも肉を使

用していたものが、栄養価はさほど変わらない、価格の安いむね肉を使用したり、もも肉

はジューシーですが、子供たちはむね肉のあっさりとした味が好きだったりするもので

すが、野菜も高いものは使用できないので、きゅうりやもやし、キャベツなど、同じよう

な栄養価で価格が安いものを使用する。栄養価には影響がないデザートの回数を減らす

などして調整しています。 

委員 

いろいろと工夫されているということですね。 

議長 

他に委員の皆さまからご意見、ご質問はございますか。 

委員 

島田市のオーガニック宣言の会議にも出ておりまして、今後ですが、一番は食べられ

る生徒さん、その保護者さん、先生と農産物の相談しながら、農産物の生産者と消費者、

島田市と連携しながら、有機栽培をまずお茶、２番目にお米と島田市一帯に広がってい

ったら。皆さんが望む形で有機栽培のお米ができるようになったら、その際には相談と

いうことにしていきたい。価格差があるけど、価格のバランスについては、保護者さんも

負担になるかもだけど、それがあれば生産者にとっても、がんばれる。生産者もがんばっ

てお米を作っていけたらと思います。 

事務局 

 今年冬になりますが、農業振興課と連携して、有機米を１回提供いたします。価格差に

ついては、差額については、国が補填してくれる制度がありますので、その制度を活用し

ていきます。そうした取り組みを足掛かりにしていきたいと考えています。 



委員 

 ありがとうございます。食べられるお子様のおいしかったという言葉をもらえるよう

頑張っていきたいと思います。 

議長 

他にご質問等はございますか。 

ないようですので次に進みます。 

議長 

次に令和７年度学校給食費の額について事務局から説明をお願いします。 

令和７年度島田市学校給食費について 24ページとなります。 

１．小学校 １．児童 一食 274円、4483円を 11ケ月徴収していきます。昨年度と単価

は変更ありませんが、学校給食の提供回数が年間 183 回から 180 回と３回減となったた

め、月額の金額が減額となっております。 

 月額については、１食単価に給食回数 180回をかけて、納付月数 11ケ月で割った金額

となります。 

教職員となりますが、給食の食材費１食分の金額 315 円となります。これは先ほど教

育長からと概要のところでもご説明した通りでございます。月額 5154 円の 11 ケ月の徴

収となります。 

２．中学校 ①生徒一食 327円、月額 5,350円を 11ケ月徴収します。令和６年度と一食

単価は変更ございませんが、183 回から 180 回へと 3 回減となったことにより月額が減

額となりました。 

教職員ですが、食材費相当分の金額をいただくこととなりまして、376 円とします。。

月額は 6152円となります。 

３．学校給食センターの職員についても、315円といたします。給食センターの職員は児

童の量でいただいております。 

学校給食費につきましては、全額賄材料費に充当しております。物価高騰により、食材費

が値上がりしておりまして、令和７年度につきましては食材費を令和２年度に改定した

保護者負担金 274 円、327 円の 15％増が必要であると見込みました。一食あたり、小学

校で 41 円、中学校で 49 円の食材費の増を見込んでおり、それらについては先ほど教育

長の話にもありましたが、国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用して対

応しております。それによって学校給食保護者負担金を据え置くことができました。た

だしこの交付金の対象があくまでも児童生徒の給食費に対応する支援となっております

ので、教職員については、食材費相当をいただいている状況でございます。 

議長 

それでは、質問はございませんか。 

委員 

 学校給食費すごく安いと感じたんですが、未納の方はまだいらっしゃると、この金額



で払えないというのは、事情があって払えないのか、払えるのに払わないのかまではわ

かっているのですか。 

事務局 

 学校給食費については、経済的に困難な家庭には、就学援助制度があり、就学援助でも

って支払いができるようになっています。未納になる方は、就学援助の対象になってい

ない方がほとんどでございます。 

委員 

 払えるのに払わない？ 

事務局 

 払えるのに支払いが滞っているということです。 

 就学援助がもらえるかもらえないかのギリギリの方なのかもしれませんが。 

 昨年度の方々については、ある程度今年度のうちにお支払いできるのではないかと思

います。 

委員 

 島田市で就学援助を受けられている方は何人くらいいますか。 

事務局 

 教育総務課でやっておりまして、人数を把握しておりません。 

議長 

その他ございますか。ないようですので、７．その他事務局からお願いします。 

事務局 

その他で報告させてください。 

学校給食における異物混入についてご覧いただけますでしょうか。 

最初に、異物混入につきましては、多くの皆様にご心配をおかけしましたことをお詫

び申し上げます。また金谷中学校の滝下先生にはご心配とお手数をおかけしましたこと

をお詫び申し上げます。申し訳ございませんでした。 

状況についてご説明させていただきます。 

発生しましたのが、６月 12 日の木曜日、お昼の 12 時半頃でありました。場所は金谷

中学校、その時の状況ですが、島田市立金谷中学校で生徒さんが、保温容器からご飯茶碗

にご飯を取り分けて、食べようとしたところ、ご飯茶碗の中に黒い金属製のリングの混

入に気づきました。裏面をご覧いただきますと、写真が載っています。このような物がご

飯の中に混入していました。口に入れる前であったため、健康被害はありませんでした。

当日同じ工場で炊飯された麦ごはんは市内の４小学校と２つの中学校に提供されていま

したが、児童・生徒・教員からの健康被害の報告はありませんでした。混入物を調査した

結果、鉄製のワッシャーと判明しました。ただちにご飯を納入している炊飯業者に指示

をいたしまして、調査をしたところ、原因が判明いたしました。本市が契約をしている事

業者の指定米飯工場において米を水に浸して溜めておく浸漬タンク、裏面の写真を見て



いただくと、一番大きな写真が浸漬タンクなのですが、このタンクの横に階段がついて

いるのがわかりますでしょうか。これがメンテナンス用なのですが、そこに付いていた

ボルトとナットが、日頃の利用から少し緩んでいたようで、それが外れて直径２０㎜の

ワッシャーが米飯を製造するライン上に落下して、混入したと判明しました。なお、はず

れたボルトとナットについては、タンク近くの排水溝の中から発見されております。よ

って、今回欠落した部品は全て回収できたということでございます。これによって、再発

防止対策として次の事項を事業者に指示いたしました。これまで、本体の始業前、終業後

の通常点検はしていたものの、これに付帯する、これで言えば階段などの設備の点検が

必要なので、ボルトのゆるみがないかなどは始業前、終業後の確認をしていただくよう

お願いしました。併せて浸漬タンクから釜へ精米を投入する際、また炊飯した米飯を保

温容器に入れる際には、改めて目視による点検を再徹底していただくようお願いをしま

した。こうした事態が二度と起きないよう、業者も従業員一同に指示をして徹底してい

きますと、申しておりましたので、その対応でお願いしたいと。私たちも、ここで調理し

ているおかず類については、こういった異物の混入がないよう十分に注意をしていきた

いと思っています。この件については、本当にご心配をおかけしました。申し訳ございま

せんでした。 

議長 

委員の皆さまからご意見、ご質問はございますか。 

 全体を通してのご質問・ご意見はございませんか。 

議長 

以上で議事は全て終了となります。皆様熱心にご協議いただきましてありがとうござ

いました。それでは進行を事務局に渡します。 

事務局 

牧野会長、委員の皆様どうもありがとうございました。 

 


